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まだ知らない津山の魅力を発見しよう
まちを歩いて津山の魅力を発信！
オープンデータソンin津山
　まちを歩いて発見した情報を元に、インター
ネット情報提供サービス「ウィキペディア」と
｢オープンストリートマップ」の内容を編集し
ます。今回は、山北～八子地内を歩きます。
とき　11月16日㈯午前11時～午後５時15分
ところ　市立図書館（アルネ・津山４階）
定員　20人（先着順）
参加費　300円（資料代）
持ってくるもの　ノートパソコン
申込方法　電話または窓口で直接申し込む
募集期間　10月23日㈬～11月14日㈭
問市立図書館☎24-2919

あなたの知らない津山の魅力を体験！

　さまざまな津山の魅力を体験することができる「つやま小旅 
体験プログラム」の秋冬版を販売しています。
　市民の皆さんも参加できます。また、知り合いで津山への旅
行を考えている人や、旅行先に迷っている人がいたら、ぜひ紹
介してください。
内容　芸術・文化の秋に合う「横野和紙の紙すきとランプ作り体験」、「津山まなびの鉄道館で木工体験」、
豆腐作りや着物の着付け体験など

申込方法　「つやま小旅体験プログラム」運営事務局（津山市観光協会内：山下）（☎32-3561）
　に電話または「つやま小旅」ホームページ（https://tsuyamakotabi.com/）から申し込む
※事前予約要（先着順）
※詳しくは、運営事務局に電話またはホームページをご覧ください
問観光振興課☎32-2082

秋の景色と地域のおもてなしを楽しもう
秋のみまさかスローライフ列車
とき　11月９日㈯・10日㈰上り＝ＪＲ津山駅
発午後０時３分→ＪＲ
智頭駅着午後２時43
分、下り＝ＪＲ智頭駅
発午後２時50分→ＪＲ
津山駅着午後４時49分
内容　ＪＲ因美線の各駅での特産品の販売や

もち

餅
投げなどのおもてなしイベント、写真展示な
ど
※乗車券や指定席券の購入が必要です
問みまさかローカル鉄道観光実行委員会（津山
まなびの鉄道館内：大谷）☎35-3343

いっぱい遊んだ後は、あなたのとっておきの「津山の秋」を投稿！

　お祭り、紅葉、グルメ、建物、風景など、津山市内で撮影し
た「津山の秋」の写真をインスタグラムに投稿してください。
応募方法　①インスタグラムで「＠tsuyama_city」をフォロー
する②津山市内で撮影した写真のコメント欄に「#tsuyamal

　ove_autuｍn」と「撮影場所」を入力して投稿する
締め切り　11月30日㈯
※応募条件など、詳しくは市ホームページ（https://www.cit
　y.tsuyama.lg.jp/index2.php?id=7310）をご覧ください
※『津山市高校生・大学生対抗ＳＮＳ合戦vol.２』で、学生が
津山の魅力を発信中です。インスタグラムで「#津山sns合
戦」と検索してご覧ください
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津山市公式インスタグラム フォトコンテスト

つやま小旅 体験プログラム

オープンデータソンin津山

　７月・８月に開催された全国大会で、岡
山県作陽高等学校柔道部が団体で３位に入
賞し、個人では、８月の大会で高橋翼さん
(３年)が準優勝しました。選手たちは、｢団
体戦は、自分が勝たなければチームが勝利
できないという気持ちで戦った」｢３年生が
引退するので、次は自分たちがチームを引
っ張りたい」と話してくれました。

作陽高校 柔道部
金鷲旗高校柔道大会 団体３位
全国高等学校柔道選手権大会 
　　　　個人準優勝 団体３位 　８月に沖縄県で開催された全国大会で、

創部１年目から３年連続の出場を果たした
岡山県美作高等学校なぎなた部が団体３位
に入賞しました。選手たちは、｢準決勝で
負けたのは悔しかったが、最後まで笑顔で
戦えたのがよかった」｢昨年と同じ大会で
勝てなかった相手と対戦し、チームワーク
で勝つことができた。次の試合にも生かし
たい｣と話してくれました。

美作高校 なぎなた部
全国高等学校なぎなた選手権大会

団体３位

秋冬版

検索つやま　体験

QRコード

市公式
インスタグラム

QRコード
市ホームページ

QRコード

グランプリ(1点)
　　つやま和牛
　　5,000円相当
優秀賞(４点)
　　図書カード
　　1,000円分

第４回 市長と話そう津
ま

山
ち

づくりミーティング～津山で農業～

　８月28日に、津山市農業後継者協議会の皆さ
んと市長が意見交換を行いました。
　参加者からは、｢作っている作物の99％が契約
栽培」｢自分たちで自

じ

然
ねん

薯
じょ

を出荷する箱を作り、
付加価値を高め販路を広げた」などの活動紹介
や、「作っている野菜の苗は市内への出荷がほぼ
無く、市内の店は県外から仕入れ、お互いに経費
が掛かっている。津山で作ったものを津山で消費
できることが理想」｢つやま和牛は、お盆や年末

など需要が高まるときに合わせて計画生産できれ
ば、もっと売れる可能性がある」という提案のほ
か、｢この店に行けば自分の作った商品が並んで
いる、というのが楽しい」といった生産者ならで
はの話がありました。
　市長からは「計画的な生産は無駄がなく、ひと
つのビジネスモデル」｢津山産の品質の良さをＰ
Ｒしていく。地域商社の設立や農産物のブランド
化、販路開拓を進めたい」｢農業は『食』を支え
る大切な産業。しっかりと生産し、儲

もう

けてもらい
たい」と話すなど、活発な意見交換が行われまし
た。

　　　　　古川香織さん　　　　 村尾俊徳さん
藤田翔大さん  　　　　 寺谷和也さん 日笠靖十郎さん


